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本論文では、 KW級進行波管のら線回路系に関する研究結果をまとめている。本文は 7 章よりなっ
ている。




回路として用いる場合、次の点、を考慮しなくてはならない。 (1) 熱的、機械的な問題 (2) 空間高調波
成分による特性の劣化、 (1)に対しては、ら線の冷却、支持および構造の変更による改善方法を示して





しては、次の二通りがある o (1)結合ら線方式、 (2)直接結合方式。まず結合ら線について概説し、周波
数特性の点で問題があることを明確にしている。 (2)については、筆者の考案したら線と同軸線路の聞
にストリップ線路を挿入する方式について述べている。この方式によって、ら線と同軸線路との結合














第 6 章においては、上記第 2 章から第 5 章までの考え方にもとづいて設計、製作した試作管につい
て述べている。ここでは、計算値と実測値との対比に重点、をおいて述べているが、良い一致を得てい
る。








これらによって KW級進行波管のら線回路系の設計理論を大きく前進させるとともに、実際に 2 種
類の KW級進行波管を製作し、成果を収めた。
このように、博士論文として価値あるものと認める。
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